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7 菜は 剤 の作用椴鰐に関する研究 (第 8報) ゴキブ リ神経の pDT 感受性に及ぼす

温度の影響 山崎粒93･右lr･放火 (東京大学 氏学拓 甲虫学抑究賢)29･4･15･受理

I)I)Tは低温の方が有効<あることは広く知られているが, それが何故<あるかは現在ま

<に=,三の者轟が試みられているとはいえ,まだ充分に説明し得るには至らなかったb本

受験によって,低温の方が神経の DDT に対する感受性が大きいから,殺虫力が高くなる

ことが示され 前部における筆者等の仮記がSiE明されたO

温姥によってl)T)Tの殺illJ)が只なることは広く知

られており;二股に代鼠の-J}'が有効である｡班者等は

前掛こおいて,7)7)T のこのような Ineg.ltivetem'-

peratureeoemciFntについて考窮を試み,■少なくと

もコ●キブリでは,供弧において I)DT の殺虫力が拓

いのは,技IBの DDT 浸通力の温畦による近いによ

るのではなく,また体内での DDT 耶お力は拓弧の

方が強いIという部宍だけでも説nJltlI来ず,恐らく神経

の 1)DT に対する.感受性が托痕において大となるた

めであろうと椎諭した く石JF･山崎,1933;山崎 .石

非,1053h)D こ｣に%tの仮説の宍散的証明を雅JA･･す

る ｡

r)I)Tはゴキブ.)の脚に托射されると,その場記細

胞から連続した的空だ (tminofirnpulses)を発せし

めることが1'J7られており(lミoedcr良Wchnt,lrJilj,

1MS.1951),またこの trainは DDT に小illした

ゴキブリの脚の感記 ncuroncにも見られ,~巾和劫朋

症状である挙動交調及び逆潮失調 (locomotorjnsta1

bilityandataxia,山崎 ･石非,1953b)を訪発す

る要因の一つであることも既に証明した (山崎 ･石稚,

1953a,1931)｡I)DTによるこのような trair日も

軌買Aiが'7.芦易であるはかE)でなく,実験校作も問Eiiで比

較的多数のm附こついて穴験山来るので,まず木研究

では train誘発の DT)T閥恐蛇が温蛇によっていか

に異なるかをTII･]べた,-iLrに托射によってでキ7'-)に初I

糊旺状を起させる 1)ljT I消波哩の狐蛇による迎いを

も検討した,

_.央験材料並びに方法

伏対比LZ=よす･iて アモy3'キブ リP"･'♪tal･eta
m,lerL'CL7M L Tjuiで,30oCで嗣汚したものである)

はqu･ncur?ncの tr山nを禍窮する火験では成虫化後

2-21rlを砧過したtTL;を,.また中沼冠状発現の閥濃密

決淀にはすべて雌を位目したO

純粋な ♪,p'-DDT の t:lhlnOllTLE液から DDT

懸濁 Ringer氏鳩を作って,後脚の,TilHJ'(a)価,mよL)

牲射し,nerveNo.5(1'ringIc,1!13rJ)から細い1

対の銃眼問椀によって神長即rT;W.1氾;Lri坊2.17',他はして

快拠税オッンt,〆ラフで組怒号した｡また時折スt:'-カ

ーを肌 ､て捕W.I.:正をIL'7.に変え,tminm別l±純なら

しめた｡

まず虫を30oCよt)それぞれの只放温蛇に移して約

30分ru)適応させた技,解別して DDTltinLrCr氏硬

を絶射し,その後30分r'1.LJ附で3回,拓勅問圧を硯貿手し

て1分TJH)のtrain発生棚姥を測定 した｡fnしてその3

回の祝窮の1.ljlた tmin を一つでも発見し和た均分に

は tmin川現と比敬し,し統計的処理を行った,この

ようにして計216現の個体についてgi験を行ったoそ

のr峡 験操作の詳細は前識 (山崎 ･石非,1931)と全

く同じである｡

中毒初婚)症状発現の間葉旺決'芯には.同じく7)nT

のcthanc;1■浴液を蒸溜水に絶入して.gil,.Wjk-とし,,･キ

アリの節3.14または節ト 3脚;qml''UのRillrIiのif三小牧

よりや 矧ゝ こずれた所に托射した｡ll:抑 二は打けこtI細

管にn盛を付したものを川いた(l川,1･T;Jr･,1TJ337J)｡

なおrr?蝶として 】ミiIIFrCrJt･鳩を位わずに芯潮水を用

いたのは,よりF<時rlr"E1--な隠濁状態を作ら柑るから

で九ろ (Lll咽 ･オ1-)ド.1リ.-J:lh). nlして旺射後それぞ

れの温哩で挙動交∂陀77T;したものをl;ti状発現と見倣し

た｡

実 験 結 .異

脚に ,DDT lミinger氏液を注射する前は nervc

本研究は文輔省科学WT･究丑及び農林省芯m研究班の

一部によってなされたことを附記して謝意を去する｡
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N0.5には atrandom の感懐 neuroneの興街が

JLられるが,tminは現われないoI)DTを含まない

】くingcr代液を注射してもこれ等 neuroneのactivity

は変らないが,DDTRinger氏液を注射すればr川も

なく tminが現われてくるi淋伏糊r仙まDDT の濃■

蛇によって異なるが,このことはRoeder&Weiant

(lL131)の祝祭と一致している0 本宍敬では観察を注

射後fJ0分までに配って train 誘発の有無を調べたが,

これはそれ以上観察時間を延長しても結光に変 E)はな

･Tablel･ FrequenciesofapppaTanccof

かったためである｡実験の1例を Tablelに示した｡

このX･の宍験は 50% 前後の個仙 こ train.を発せし

める.DPT波姥の場合であるが, それぞれの偶作の

train山現,yi度は低温の方が小さい椀向がうかi'われ

る. 間腔以上の柾々な DDT班蛇の場合について,

trainlLh現糊鍔のヒtR.トグラムを固くと Fig.1の如

くなり,高温の方が train のLulR頻度が高く,train

を誘発した胴体と誘発しない偶作の菰別が容易であっ

た ,

trains()Iimpulsesinthesensoryneuronesof
Americancockroach afteriりjcctionofDDTsuspendedlミir･ger'ssolutionthroughthe

leg.ConcentrationsofDDTinjectedare1.7×10-8M and lxlO~7M atlGoCand300C
respectively.
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DDT氾姥と lGoC及び 30oCにおける tmin併

発例休数との関係 (挽TJすれば tmhl'&発の閥放蛇

と孤児との田螺)は F)'Fr.2にT7三･T･血l)で.阿椛-JJ一

柁式から 50,.4'の桐作に tmln を訪犯 させる班は
(1)osngctortheinitlhtJ'onoflm]'nsin.LIJ)per-

cent,TI).r=X))を求めるとlGJoCで 0.!)34-.1xI0-8M,

30oCでは 10.41×10~8M となり,こ‡OoC のt3,5介の

DDT の tmin誘発力は lGoCの切介の 0.0916G借

であった｡Q10に換許すると 0.]813となl)(Tat)le

3).いわゆる negath,etemperntlJrCrOe杭cJ'entを
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Fig.2.Appe.lmnCe(,Oof)of･tmins
ofimpulsesintlleSensorynellrOneS
of̂ mericaneoekroach.lftcrinJ'ech'on
oEDDTsuspendedRingcr'ssolution
through theleg.atlowand high

temper;ttllreS. OrdintltC in'dic;lees
appearance(形)oftrains,ahsc)'ss.1
concentmtionofDDTinjected.

試して,低温の方が DDT に対すろ材拓の感受牡が

はるかに苗からた｡

次にある恐姥の DDT を1回だけ脚に注射した接,

孤蛇を変えて trlin 川現胡蝶がいかに空ろかを調べ

た1例をFJ'g..1に試すoこの1-5)1分の氾蛇は:!×10~8AT

で,lGoC及び 30oCにおいてそれぞれ 7_r).4,0.'及び

10･170'の州 イ(に tr.･linを;拷TEさせろiL:3蛇であるoFS

mでは的んど tmin を流しないか,･Eたは榔めて代

桝既であるが,代狐にfn ･と相 野Alしくm ･̂L Mび

市況に托せば-また弘宅少しで,このよ･')なr/1作を紺試す

ことがLII来たっ即ち Ⅰ)T)T に対 して仰,ql･引去代弧の方
が感受性が㍍いぼかt)でなく,I)DT の tmin.7番発

作mけ温控に関 して可逆的であることを,7前していろ｡

T.ll)lC2 に1例を試した冠t), ゴキブリに中和初

卿 一三状を発現させる DDT の効力も, 温姥によって

野しい紺迎があ?た.この実験では小郡初jrJI柁状の発

現のIJJ一無の-'F'JJ''加 ;かなt)内兜なので,芥Tx7Lmの汲蛇に

ついてmll湖 ■.i月!を1rtIろこーとはLLS采ないが,′16oC と

30oCで効jJは火的 rr,-20付,'･のm.きがあり,爪弧の7)A

がは るかには実作がF.1かったoQIOに扱井すると

0.3167-0.1177となる (Tal'le3)oTLll'1C2の紙邪

で己子三射校のIl.TJ'('rHの拓也と柑こ同imILl作が増力TELて;来る

のは勿論 DDT が附.;TJiされるためであt),30oCで

10)./g を托射した糊介と 16oC で 17′/gを托射し

たtIj介とでは,爪狐区のJJ'が阿i如 ;遮かった｡

JO 20 30 JIO 50 60 70 80 90 LOO HO 120 L30 日0 150 160 】70

Tjmcinmin.nftcrinjcctJ'on

Fl'g･3･ Rc､,ersihHilyofnpp'C.lr･lnCCOI〔tmin.qorirnplllsesinehangjngthe
tempemturcTLftcraslnglcjnjecHonof7)T)TsIJSPCn(Tcd7ミingcr●ssolutionthr･ollgh
theleg,inAmericaneockro.lCh.7)7)T lV.lSinjected;ttzerotinlCSC.llc.
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Table2. Deyelopmentoftheinitialpoisoningsymptoms'locomotorinstaT,ility' I
hy the;injectionofDDT IVaterSuspensionintheabdomenofAmeriCalicpCkroach
athighandlow temperatures.

No.ofroacheswhichsholVediniti;tlpoisoning
sympt(lmsafterinjecti(1n.

1hr. 1.5hr. 2hrs. :ihr･S. 4hrs.

0 1 0 0 .0

10 8 5 ‡ 0 ㌧● ;0
0 0

6 3

Table3. Q10Valuesofvariousactions.ofDDTinAmericanCockroach.

ActionofDDT ITcm(poccr)at?re
St)urecofdata
forcalculati()∩

PcnctrIlhilitythroughthecutielcL15-35 11.414-1.5Sl
Vinson皮 Kcarns(1952)

1).487

Ncrvcsusceptibility l 16-30 l O.1813- 1Thispaper

考 痕

I)I)Tは供弧のjJ-那-1f効であることは広く知られて

いる (I)uslan,1947;Fullmer& ⅠIoskins,1951;

GulllrJ'C,19叫 llaLliger,1949;Hofrman&Lindquist,

1949;llotrm.ln,】くoth皮,.Lindquist,1949;石非 ･

山崎.lO53;Itacscr.lfJ4S;Lindquist, Madden&

schrocdcr,194O;Lin｡qilist,Wilson,Schroedcr

&Madden,1945;Potlcr&Gillham,104G;Pmdhan,

1949;Rhoades皮nrctt,1'JJS;Richar･ds皮Cutkornp,

1946;Tahori皮 Hoskins,1953;TomaszclVSkia

Grincr,1951;Vinson& Kearns,1952;山崎 ･石非.

10531);Yatcs,1950)｡しかし これも=,三の例外は

見られるoMHkWeCd.lJu只■では注射すれば 22-29oC

で ncgativc.tcmpcraturccoemcicnt を読すが,

10-.22oC の犯m)では positivccoemcicntであ.)

(W｡()drutr,1950), 蚊の劫火では比較的代地比の

I)Z)'1'懸濁淡に接触させれば供温の方が有効だが,比

42

校的高波皮かまたは注射した切令には㍍弧のガが11-効

であるといわれている (Fan,Chang良Richards,

1943)｡ しかし少なくともワモソゴキブ1)では,注射

法によってもまた topicalapplicLltionによっても低

温の加 ;-1f効であることはJI押 掛 ,ない (Vinsoム&

1てCLarnS,ltJ52;山崎 ･石非,1053h)(TalIlc3)o

Dl)Tは湿性によって殺虫力をb'i･にするばか!)でな

く,申お症状が温蛇に附して可逆的であるoJ即ち蓑虫

を適当に選んだ場合には,供温で托状がガiわれている,

例7本を拓弧に移せば症状消失L Tfび供鼠に圧すとま

た症状がJJまわれる.このような症状の可逆性は-エの

幼虫や成虫でも祝賀亨され (Hurst,1949;Lindquist,

Wilson, Schrocdcr & Maddcn, lM5;lミoth,

Lindquist皮Terrierc,1953;Tahorialloskins,
1953), .7そy3'キブI)でも托認されている (石井 ･

山崎,1953;Vinson皮 Kcarns,lOT12;山崎 ･前非,

1953b)｡
このような DDTの謡作用の▲negativetcrnpera-
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turecoemcicntのV_引1'rlについては二.二三の脱IDJが試

みられていたが,TLTJlyTiにおいて:rC･･77巧:ほ,それ竹:の:睨●

は何れもfJlL:余なものとは'Tlえず, 抑T̂Sの HT)1､に'JLl

する感受M:が孤,1性によって1--となることがJtiも'JTL'7LtなAt

fqであろうと川●諾FT3した (TflJJ･･･IIl岬,1!Ii''3日lJ岬 才(

I)ド,】0'').'=))｡ 木リi雷Irtの約月王はnJJらかにその仮説の軍

当他を.TdInJJしていも.うy!玖hT,:月王に?.r;づいて即 riに考

?.Lそしてみよう｡

1)T)T の neg;ltivctempcmturecoc爪cicntの説

nJlとしては,段mの浸法や現前を考えたLk'桐訳,作内

でのWiJ'丘を野内とした解言ifT!説,■及び陥芯のほかに印紙

の DDT 感受比をも考艦に入れた感受性lU己がある.

まず Fan,Cllang&Richards(194S)は,蛇の劫

出ではIDDT を托射すれば円弧の-))-那-JJ'効だが,I.,Id宗
純液の小に幼虫を入れたものでは代班貯 亡は供弧の方

が才J一効であt), .lI.つまた J)7)Tは戊iZiの災比に吸新
されるが (Lord,1945;1ミichar(lsACutkornp,lM(II),

吸前力は代弧の方が大きいことから,I)I)T.,PLi潟液が

代配でよ()才J効なのは米比に吸前されろ鎚が多いから

であると説nJlした｡1ミichTLrd.q& Cutkoml)(lMG)ら

同様な見解を抱いている｡ しかしワモソゴキブリで(羊,

矧こ述べたように Iopiml.lPl)1ication のみならず

托射によっても r)DT は代WLの方が才f効であるばか

I)でなく,DDTの比帽浸透力は 1･GoC よt)も 35oC

わ方が大 きい ことが只扱的に証nJlされているLので

(Vinson氏Kearns,1952),段旧説は安当でないばか

1)か,かえってLLE胴浸透N--T･は顎iEi-JJの tcmPCrature

c&mcicntを positil,Cの方向に向かわせている訳で

ある0円に Vins.on良ⅠてcLlrnS(lnT,2)の紙加 ､ら計

井した bDT のLk･TLT荘速力の QJOは 1.414-1.581

となった (Talllc3)｡イエバェ成出でも DDT の比

店浸迫力は関配の方が大きい (T･11-ori氏.Hoskin･S,

191')3)o

次に州 木内のDT)'lltJJ'F･i''itJJが狐蛇によってうTl･なるか

らであるとい う誹,仰fLrJt説があ7J(Roth,Lin(7quist

氏Tcrricrc,.1053)0DDT の虫作内での附芯呪教に

つも■､ては多 くの米紙があり,DDTは体内で脱塩こ俄さ

れて DT)Ⅰ二,DDAまたは他の未知の無詔な物矧 こ変

えられることが知られている (Fer町ISOn良Kearns,

194f);Fllllmcr& Lloskins, 1951;lloffmnn良

tin(lquist,1952;Lin【lrlll王st,1ミoth,Yates,Hofrman

AlillttS,1951;●0†ncr氏CtlhCry,1945;Perry良

Ho.Skins,10501]OL-'1;StcrnhurFr氏KetlrnS11950,
19.'L7;Stcrnhllrg,71'C.lrnS氏JhJCC,1950;.Stcrn-

hl汀fr.VJ'n.eon氏Kc.lrn.q,ln･-･3;T･lhori氏IIoskins,

10.'L'i;Vim.Son氏Tt'C.lrnS,19L'Ju))Oこの秒'(.打tは彬射川】

によるものと･B･えL'))Lているが (Stcrn7)llrFr.Vinson

& Kearns,lt1.''3)..然らば円弧の7J-がn･'f･iIJU)が出ミいこ

とは当然･T･氾1.されるとこ7)である｡ TJ･'･UiVJ'nson良

)こぐarn.i(l!■･'J31) の ワtyコ'=T･ブ 1)を川いた;T'紬な',iZ
Jll的班だ.̂tによって,n･'F;Li(-))は 1.r.oC よt)ち :noC の

'JJ'が鈍いことが.lIJIJ刊 されているoまた イJlパェ成山で

もmmの')J'州 '(..77tt-jJは大きい (TnlHrHq H'-'skjns.

1!)I-J3).Vu･'I.;TJU)は菜.1LILによって追うが.Vins(m yr:の紙

火の一部からllJ･'!.TTiノJの Q川をW.井すると T.lhlC3に

77;すようなAl'1-になるo Lかし適当な井出で処fq!.したで

キ7'I)の体内に残存する解和されない DDT の絶対

出を比較 して,35oC の方がはるかに多い場令でさえ

ち,35oC に招かれた虫は巾讃症状を戻さないのに,

15Oc のものは申符症状を現わしているo換言すれば

関取区のiltの体内に残っている肝胃されないDDT畳

は,代狐区の出を殺すに尭分な丑である訳である.こ

の瑚介勿論TWnで!.mJ;1.7･:状の山を低温I'=移せば症状が現

われ,そのまた逆も可位であった｡故にこれ等の結果

から Vinson等は,r)T)T の詔作用 が negative

tcfnPerTLturCCOCLr.cic･'ntを)I;すのは.温蛇によって

'theintrinsicsu.qeeptihilityor.紬mcphysiological

system toDDT' が5.ll.Jrろからであろうと述べてい

る｡ また技m詳述-JJや附iぴノ)だけでは Ⅰ)DT殺虫力

の ncFrtlti､,ctcrnl'Cmtl=･C-1,OCmCicntを脚 JLl採 な

いという考えは,T.lhori氏 IIoskin.i(lmIJ)によっ

ても文相されているo

IWZ,IJUJのZYiのみが ncfn叫 e eocLTICknt の野川で

はないというこ･とは,申;THLl.:状の可逆1-1か ら見ても明

らかである.即ちもL仰臥で l)T)T がよl)才J一効なの

はn･'(;T話力が百･,1いからであるとすると.Wl･秋 の可逆比を

影an)1するためにはTrl弔TEl反応が可逆反応であってその平

街点が弧蛇によってずれると考えなければならないが,

I)7)T の分W･物である DDF.や DDA を出に旺射

しても I)DTは介成されない (SternlJurg&Kearns,

19{)0)ことからみても,これが可逆反応であるとは考

えられないO故に那花LJJの113･ではも'l･_t状の可i!tl_ltl:･を訊nJ]

することは川斗:ない｡

LIL.1･.のことからill作の Ⅰ)7)T に対すろ感受性がm

蛇によってi'1.なろためであるとい ･')約諾伽こ到蹄するが.

空乍らはllJ相tJにこのTi:q受性とは何であるかが関越とな

-3)て∋f:ろ｡挽コすれば,7)T3Tの作用点 (dctJ'onpoint)

I-ilどこであるか とい うこと ,ゝ次にその作用.(.･-.の

DDT感受性が温箆によってどのように典なるかとい

うことであるo

DDTの作用.I.I.I.-については,既に前報 (山崎 ･石肌

10.-hll),1954)において詳細に論 じた適 L),相恩特に

ncuroncsomnであ(),一次的作用 (primaryaction)

はその圧役,ml柑!L:.のLtYJ大であることが明らかにされて

いる｡NcllrOnCsum:tの圧JJk興丑亨性が増大した紙児

シナプス伝達の料rlが変化 し,r71言証跡 rJl症状である挙
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動変調や運動失調を起すのであE),それに続く蛙草葉や

麻抑 ま神前!が二次的に deterioration を来トた総力ミ

と一朗 )れ 妃はその梯なる延長と考えることが川来ろo

I)7)Tに小沼したゴキブ.)の脚感党 ncuroneに見

られる trainも,DI)T .CD一次的作用の一つの式131

割であり,小iLmi初,JUl症状と矯接な関係があるので (LLl

崎 ･Tl非,rJ53.1,I),lfJ54), 1)DT の train誘発

-)Jが狐蛇によってbTiなるという本実験の結三相ま,明ら

かに nI)T作用の negativetempemlurecoefficient

における神技の感受性や役湖が茄嬰であることを'読し

ているO柑 こFig.3に示した train 発生の可逆性

は,中指症状の温脚 こ関する可逆性を充分に説明し柑
るものである｡

温腔による神技の DDT 感受性の違いは,態牡的

な訂並を持つだけでなく,'jL3韮的にもかなり砺足した

帖を,1.･している｡Tal)le2 の実験よE).DDT の小

言f初期砧状発11uJの Q】Oは 0.31G7 と 0.1177のrLi)

Lであ(),tmin誘発力の Q川-0.1S13 とかな()近い

船になっていろ｡ また初期症状発111カは Vinson良 .

Kearns(1!)ユLJ)の約月王から計32:しても近い値が求めら

れる｡Jlllち原著PTat,le6よt),topicLllapplication

の場合 3.3oCで Ll)4u(75γ)で処放 して2i時nL.1校

の体内非分JRJT117)DT は約 15γ前後であ(),15oCで

L7)80(lO)I)処理後のそれは約 1γ前後であるOま

た.T･1-,lcU及び p･4S8-9に示され七いる如く,体

内 1)))T が ユ4.3)′以下の帖は 35oCでは症状がiJl,

われていない｡TahlelO■よt)15oCで 4γ(LDIOO)

u･:4日_て12及び18時WlrJ後の体内 bDT は 1.8γで

あt),注射後12時に日後に既に申お症状が現われている

ことは前報 (山崎 ･石:JF,1953h)よt)見てnjjらかで

ある｡故に 15oC では体内の非分解 DDTが約 1γ

の時は大部分の偶作に症状が現われ,1.8γではすべ

ての糾仙こ1Jiわれると思われ, また 35oCでは 157′

附近のIJ代で約半数の胴体に症状が1Jiわれるものと推窮

される｡ これより見て 15oC と35oC とでは DDT

の1.1･:'状光呪力は 15I;7以上払うものと考えられ, QIO

に挽31I:すろと くO.258という仙 こな(), 本実験の総

力上とかなL)-放 していろ (Tablc3)O

･I)DT注射に よるIJliZ)l劫lrJl砧状は,16oC よ()ち

30oC の方が明際に1]ユわれ孤別し易い｡ このことは感 ,

党 neuroncに誘発された trainの/m度が温度によっ

てIbri.な L),高温の場合の-JJ-が頻皮が高い′とい う

Tablel及び Fjg.1の結果とも関係があるものと

思われる｡

･次に,代弧の-)}-が J)DT による tminが発し易い

のは1J･JI攻であるかが[榔也となるが,現在の段階ではま

だ帖.mllの城を山ない｡一つの手.,PJaSI)として考えられる

ことは,-/般に神経やJTj肉は位温の方が反役興賀性が
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前まるという如実 (紅林,1943;Kurel)ayashi,19胡;

輿,1912;Okp,1943;Suzuki,lUSO)と,またゴキ

ブリの ncuroncsoma についてもそのことが柾認さ

れている靭宍 (山崎 ･石井,未発X･)である.故に位

温の方が神五割ま反復興否を起し易い状態にある訳であ

I),反復興街である train が発し易くなるものと考

えられ るo神広の DDT感受性が何故 ncgativc

t占mperaturecoeLficientを元すか とい うことは,

I)DTがいかなる較柄で神広の反役興智也を増大させ

るかということとJも粍掛 こ関連した市野な関越なので,

j掛こ詳細な検討を加える必要があるO

摘 要

DDTをワモソゴキブリの脚に注射すると,脚の.AL.&

党 ncuroneに trainが誘発されるが,この traini揚

発力が温度によっていかに果なるかを調べた｡またゴ

キブリに 1)DT を注射した場合の小詔勅IIJJ症状発1)i

-JJに及ぼす温蛇の影響についても検討した｡

軽々の班蛇の DDT を糊 ･Lした各何体の tml'rllu
現収腔は,16cc の場合の方が 3OoC よt)小さい帆I'tj

がある｡

Train誘発の間腔比は 16oC の方が 30oC よ()は

るかに低く,L50% の仰 i:に Irainを誇発させる氾蛇

(TD50)は 16cc で 0.9542×10-8M, 30oC で

1O.41×10~8M であE), その QIOは 0.1S13となっ

たっ

30oCにおいてその温腔における剛 li近くの出蛇の

DDT を注射して train を殆んど発していない側休

を 16oCに移すと,その班姥は 16oC では閑地蛇よ

E)はるカ,に拓くなるから train の,頻度が著しく捕ま

るが,1115び高温に屈せば train は殆んど111われなく

なL), このような操作を繰返すことが川来た｡ 即ち

DDT の train誘発作m(ま阻腔に附して可逆的であ

った｡

小iff初期症状発現-JJも同様に伯温の方が大&.く,孤

腔係数は 0.3167>QIO>0.1177であった,Vinsona

KearnS(1952)の宍齢結架から33二川した Q10(<0.255)

もこれに近い低である｡

これ等の実験によって既に前招 (石井 ･山崎,lDTJ3;

山崎 ･石非,1953h)において発光 した仮説,JltJも

DDTが低温においてよf)有効であり,r7.つlL{url･症状

が温度に関して可逆的なのは,技府の r)DT 苦壬速力

の温箆による違いによるのではなく,また稚内での

DDT解irl力は高温の方が強いという吋状 だけでも説

nJJLti来ず,神超の DDT に対する感受性が供鼠にお

いて大であり.日.つ神経に対する DDT a)膨皆が温

比に関して可逆的なためであるということが実験的に

証明されたO
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lミesumd

Tr.Tinsof.lfrL･rCntimpulsesLr('m thec.ln叩ani-

formorg.lnS.lrCjntluecdin^mcrkancockroach,
Per,'t･laltCLL7 L7WLm'canaL.,])y theinjectionof

DDTsuspendedliinger'ssolutionthroughthe

leg. Thiscanbeobserl,edintheCruralnerve′

(No.5)lVithampliGcraridoscillograph.Inthis

report,weareconcernedlVithacomp.1risonof

theetrectivcdosagcsofr)DT fortheinitirltJ'On

oftrainsintheneryeatloIYandhightcrnpc ･
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mLures,and also thatof theeffectivenessof

7)ⅠJT injectedjrlth'einsectbodytodevelopthe

iniLj.llI)Oisoningsymptomorlocomotorinst.lhility.

FrL･qtlenCJ'esoftheappcamnccoLtmjnsof

J'叫)lJIsesaf(eJ･injectionofI)DTofthesupra-

thrcsholdconcentrationsareloIYeratthetempe-.

mtureofllioCthanat30oC.

'111L･thresholdconcentrationofDDT toinduce

trainsismuchl｡lyCratthetemperatureof16oC

than.lt3OoC.asindicatedhytheTD5O(dosage

Lor'the initiation oftrainsin50perLCent)of

0.i,34'3×10-8M atthetemperatureof16oCand

10.41×10~SM at30oC,theresultingQIOValue

being0.1813.･

Trainsofimpulses;IrerarelyiIlitiatcdat30oC

whenI)I)T ()faboutthethresholdconcentmtion

at3()oC islnjLACttld,I)utlVherlthetenlperature

islowered･from 300C to IGoC afterasingle

injection,trainstJfimpulsescanbeiTlducedin

higllerfrequencies,astlleCOnCentrati｡nisabove

the threshold valut!forlGoC. Thcsctrains

disappear, however, lVhcn temperature.is

transferredbackto31JC'C.Thustheinitiationof

trainsbythetoxicactionoE'Dl)Tisrevcrsiblc.

TheeffectivenessofDDTtodcvcloptheinitial

poISOning symptomsalso indicatesa ncgativc

temperaturecocEhcient,lVilhQ10aS0.3167>Q10

>0.1177. Calcuhted vこllueoftlletemperature

coefficientlJLISedontheexperimentaldat.Itaken

from thepaperofVinson & Kcarns(lIJ52)is

alsoa.cornparableone,QIOく0.258.

TIluS ｡ur hypothesis about the negative

tL･nll)L･r;LulrC(:OCLficicntoftheactionofDIJT

I:Sl.rllJIJ'she(l)'n our previous paper hasbeen

CIL:.lrly(lemonstrated:DDTactsmoreeffectively.

4t5
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asinsccticidcatlowertemperature,and the

poisoningsymptomsarereversibleuponchanging

thc lemPemturC lyhcp appropriate dose is

applied. Ncithcr thepcnetmbility o'f DDT

thro_ugh thecuticlenorthe detoxi丘cation of

DDT IVithin theinsectbody canaccountfor

the mechanism of the ncgati･ve temperature

coe8icicnt,for,DDT islllOrC penetrahlcat

higher t1-an lower temperature and･morq

undctoxifiedDDT remainslVithintllCbodyof

ro.lChes thatsurvived at highertcmperaturc

th:lnthosediedatloIYertemperature.MuTeOVCr,
asthereactidn ofDDT detoxificLltion.inJthC

insectbodydoe主n()tseem tobetthercl,CrSiblc

one,reversibilityofth-e･poISOnlngSymptomscan

notheexplainedbyintroducing thefactorof

detoxiLcation.Inview oftheseconsidcmtions,I

theintrinsicsusceptilJilily｡fsomep】一ySiulogicill

systt:m mustplay themostimporhntrblcin

thencgativccocfZicicntoftheaction.ofDDT,
and,asisdemonstratedinourpresentcxpcri-

lnents,thisintrinsicfactoristhesusceI)til)ility

oftheherveltoDDT. Nervous:systcln inthe

roachismoresusceptibletotheactionofI)Ⅰ)T

atlowertemperaturethanathighertempcraturc,
inconsequenceofwhichDDTactsasillSCCticidc

morccffectivclyintheformercase.ltcvcrsHJility

of appearance oL trains irl changing the

temperaturepresentsasatisfactory explこInati()n

forthereversible.poISOnlng Symptomsin tlle

changeoftemperature.

Erratum inVo†.1U,No.Ⅰ,p..3,l√i首.1.The

t･ntirest3tOf lhcphotographsin lllg.1(not

includetileSigns)sl10uldbeturnedupside-doIVn.


